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暑い毎日が続く今日この頃ですが，会員の皆様にお
かれましては，いかがお過ごしでしょうか。
さてこの度，同窓会副会長の丸木清之先生が，埼玉

医科大学理事長に就任されました。大変おめでたいこ
とであり，心よりお祝いを申し上げたいと思います。
と同時に，総会でも申し上げました通り，同窓会とし
て，一致団結して，新理事長を支えていかなければな
らないと思っております。あらためて，祝賀会，記念
特集など，企画していくつもりでおります。同窓会の
方は，引き続き副会長として，今後もご協力いただけ
るとの事ですので，よろしくお願いいたします。また，
先代の理事長におかれましても，まだまだお元気で，
今後ともご指導いただけるものと伺っております。
さて，6月に行われました同窓会の定時総会では，

昨年度会計決算報告，次年度予算案，会務報告，更に
支部会・各委員会報告と議案が提案され，決議承認さ
れました。皆様にはお忙しいところ，ご出席賜り，あ
りがとうございました。また各支部の先生方におかれ
ましては，遠方よりご出席いただきまして誠にありが
とうございました。同窓会の状況としましては，昨年
度も，以前と変わりなく，順調に経過しておりますこ
とを申し上げておきたいと思います。
総会の終了後，4期生の青山南圭先生の講演会を開

催いたしました。卒業後，一般臨床をされていた先生
は，医師と外交官を兼ねる「外務省医務官」に転身さ
れ，在外公館の中で職員や家族，在留邦人らを診察す
る一方，医療支援で途上国政府と交渉するなど，外交
面でも活躍されていたそうです。赴任地のアフリカや
アフガニスタンなどの貴重な体験をもとに，今後の問
題点などもお話しいただきました。大変興味深く，拝
聴させていただきました。このように，各方面で活躍
されている同窓生の講演を，今後も続けていきたいと
思っております。この同窓生の話を聞きたいなどの希
望，あるいは，こんなことをしていますなどの情報が

ありましたら，ご一報いただきたいと思います。更に，
ご自分の仕事に生かせることあれば，参考にしていた
だき，また親交を深めていただいて，新たに発信して
いくことも，夢ではないように思います。
さて，総会において埼玉支部の増田支部長から，支

部を 4分割して活動していきたいとのご意見があり
ました。現在埼玉県内には多数の会員がおります。他
県と全く異なるのは，県内の各地域における医師会に
おいて，当会員が多くを占め，その政策決定に大きく
かかわり，地域の医療を，積極的にリードしていく立
場にあるということです。連携を密にして，協力して
進めていっていただきたいと思います。同窓会として
も，支部活動の支援の一環として，是非協力していき
たいと思います。親睦団体として，積極的に主張して
いくことはありませんが，支部は地域のために，頑張っ
ていただきたいと思っています。
話は変わりますが，同窓会の意思決定は，総会の決

議をもって行われています。執行部の意見を会長がま
とめ決定し，総会にかけて決議していました。今まで
はそれでよかったと思いますが，今後は更に組織が大
きくなり，意思決定の明確さが必要になってくるかと
思います。とすれば，理事会を創設し，理事会の意思
決定にした方がいいかとも考えています。そして常任
委員会も，各学年の意思を代表するようにと，現在の
制度ができましたが，毎回成立には出席者が少なく，
委任状も集まりにくくなっており，開催には困難な状
況が続いています。もう一度意義を考え，制度を変更
すべき時期に来ているということでしょうか。
今年の 11 月には，私立医科大学同窓会連絡会全国

会を都内で開催します。主管するに当たり，会員の皆
様には，よろしくご協力の程，お願い申し上げます。
最後になりましたが，会員の皆様には，健康に留意

され，ますますのご発展を祈願しております。今後と
もご指導ご鞭撻の程，よろしくお願い申し上げます。

巻　頭　言

会長　渡　辺　雄　幸
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